
 

 
 

①インフルエンザ・新型コロナウィルスが疑われる場合 
 発熱・頭痛・関節痛・咳などの症状が見られ、医療機関で「インフルエンザ」「新型コロナウィル

ス」と診断を受けた場合、学校へ連絡をお願いします。インフルエンザ・新型コロナウィルスの家庭用

検査キットで陽性が出た場合も、念のため受診が望ましいと思われます。 

 

②出席停止期間 インフルエンザと新型コロナウィルスで違います。 

インフルエンザ 

 

発熱日を 0日目とし、 

５日を経過し、かつ 

解熱後２日経過するまで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナウィルス 

発症日は０日目とし、 

発症翌日から 5 日間 

かつ、症状軽快後１日を

経過するまで 

 

 

 

 

 

 

 

③再登校時に「学校感染症報告書」を担任の先生へ提出 
 ・学校感染症報告書は本校ホームページよりダウンロードして使用してください。保健だより６月

号・９月号掲載分の使用も可能です。 

・学校感染症報告書は保護者の方がご記入をお願い致します。 

 ・検査結果や処方薬の説明書、病院の領収書などインフルエンザやコロナウィルスに罹患したことが

分かる書類を添付してください。 

 ・ご不明なことがあれば、学校へお問い合わせをお願いします。 

大阪府立泉北高等学校保健室 2023 年９月 

9 月に入り、朝夕が涼しく過ごしやすくなりました。トンボが飛

んだり、秋の虫の声が聞こえたり、店頭には秋の味覚が並んだり、

季節の変化を感じます。 

 全国的に季節外れのインフルエンザや、新型インフルエンザが流

行しています。インフルエンザ・新型コロナウィルスに感染した際

の出席停止期間や、提出書類について再度掲載します。必ず確認し

てください。右面の学校感染症報告書は必要時、ご利用下さい。 



 
 

 

学校感染症報告書 
 

診断名 

（〇をつける） 

１．インフルエンザ（A 型・B 型・不明） 

２．新型コロナウイルス感染症 

３．麻しん（はしか） 

４．流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） 

５．風しん 

６．水痘（みずぼうそう） 

７．咽頭結膜炎（プール熱） 

８．結核 

９．髄膜炎菌性髄膜炎 

10.その他（                        ） 

欠席の期間 

(自宅療養期間) 

※上記の理由で早退した日も含みます。 

令和  年   月   日（   ） ～   月   日（   ） 

受診した 

医療機関 

医療機関名 

住所 

電話番号 

診断を受けた日 令和  年   月   日（   ） 

解熱日 令和  年   月   日（   ） 

医師の指示事項 
 

 

添付書類 
検査結果 ・ 処方薬の説明書 ・ その他（         ） 

 ※学校感染症に罹患したことがわかる書類のコピーを添付してください。 

  保護者記入 → 担任 → 教務主任 → 保健室（保管）No.   

大阪府立泉北高等学校長殿 

令和   年   月   日 

 

  年   組   番 生徒名              

保護者署名                       

この用紙と感染症に罹患したことが分かる用紙を必ず提出してく

ださい。出席停止の手続きが行えません。欠席扱いとなります。 



 

 

 

●日頃からの準備● 

①避難場所、避難経路を確認する  災害時、家族で同じところにいない場合がある。そんな

時 のために、互いの安否を確認できるように、安否確認

方法や､ 集合場所などを決めておく必要がある。※ ②安否確認の方法を家族で決めておく 

③非常持出袋、非常食、飲料水を用意しておく  
非常用持ち出しバッグの内容は、人数分、約 10 日分。 

下記参照 

④家具類を固定する  
転倒防止対策 突っ張り棒や、L 字金具を用いて壁などに

家具を固定する。 

⑤ブロック塀や家の柱、壁、外壁など老朽化し

ているところを 確認しておく 

地震の揺れによってブロック塀が崩れると、道を塞いで 

避難経路を塞いだり、人を巻き込んで、怪我を負わせた

り、 大きな被害につながる。そのため、日頃から、ヒビ

が入ってないかなどを確認しておく。 

●非常用持ち出し袋の準備と確認● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●災害被害を減らすために…● 

大災害発生時には、消防や警察等の対応が遅れることもあります。自分・家族・ご近所や 

地域の連携が円滑なことが、災害被害をできるだけ小さくする大きな力となります。 

 自分の身を自分で守る＝自分でできること 

 家族同士で力を合わせる＝家族でできること 

 ご近所や地域、職場や学校など身近にいる人同士が助け合う 

＝身近にいる人と力を合わせてできること 

9 月 8 日モロッコでマグニチュード 6.8 の地震が起こり、大きな被害が出ていま

す。日本でも年に数回震度5や 6の地震が起こっています。大雨の被害も近年

増加しています。私たちはいつ、どこで、どのような災害に遭遇するかわかりま

せん。災害時の備えはできていますか？ 

＜持ち出す際、個人が必ず持って行くもの＞ 

飲料水(500ml)・現金・モバイルバッテリー・保険証・運転免許証・ 

手間なく食べられる飴やチョコレート・メガネ・マスク・常備薬など 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


